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発)亡圧Filoboletusmanipularisに関する二,三の観察

宮 城 元 助

Notesonluminousfungi,FiloboletusmanipuZaris,
onOkinawa

GensukeMIYAGI

l.は し が き

/ノ′■l,,/yJ7,.I,,[= ′t'=/'J,′′/〔tn'･Y(B!.:LくK) SING.ア ミヒカりクケほ発光 井 と して ひろく知られてい

ち.筆 Pi･は1954iI:･9)l沖純 .I,'I,(FIil沸HのILl林)でこれを採集した_その時は発光を僻めること

ができなかった. 発 光 申こほIL†‖F屯であって産 地がもが うため 発光す るの としないのがある.

(米国産の J''Ln･'(.."tI'/JI''(m･'.は発光す るが欧洲産のものは発光 しない.)そこで神経腫の F.lna-

1llpularisの発光を確める必要がある･

今回は本 日の発光の状態-1lV.びに情義中に得た次のLlj項 について報告 したい.

本作のJ7':名 ♪'['/,)lml',hr･" Jm,～-I,H7(Lr/'･1(BmiK)SING.ほ L-1本菌類誌に従った.

2.形 態

傘は直往0.8cm～2cm,幼時はr]闇三形,鐘形を している.断1張 してjLLJJ形 となる.半透明

で表 l(雨､ら裏ilTliの管孔がすいてみえる.少 し粘哀しがある.みずみず しい感 じのものである.也

はIlH･脹以前は暗褐色で,戊表 して淡色か白色になる.老時又は~lll-くなると変色 して煉九色･iは

茶袖色になる.〔冷蔵庫の中でも茶脱色に変色 した).管孔は長い列をなして舶llJIJ仁しく放射状

にI,lt;juで,その問に無い列のものか周縁 まで並ぶ.茎は中心生で中空,基部ほや 大ゝ きくな,yJ.

2-4cmXO.5-2mm,幼時は白色,成長 して傘 とl"l色になる.表面に拙い短い毛がEl'.投了Tl'す

るが情に)描lHこは多い.胞~日工卵形,平滑,6-9×5.5-6〃,胞子紋は白色である.(Fig.2)

3.培 養 の 方 法

1958年 11n16Fl恩納岳の林内で発見した本革漂品を生育 している朽木 (9cmX25cl直

とともに,硝 rL瓶 (17cl11×32cm)に入れて,湿度を保つため,洗さ 5cm まで水を入れた.

水は t管制象によって,朽木のJ-_部 まで吸上げられている.蒸発乾燥をr)Jぐため附 削 'の蓋を

した (Fig,D. これを明るい室内の窓近 くに距いた･1958年 11月 16Hか ら1960隼7月30

日までに 6回 ｢'犬体の発′I:.か)ある.

次に )･_記の培養器を暗箱内に群れ､た.暗箱は 1万からノ潮 目だけ弱い ｢1光 (分散光)の射人が

あ,-a.1け招ぐ的 で 1959隼 12月 lOllから 1960年3月 17日までに 3rrl17実 体 の発 /_'l:_/JJ､･ある

日､ablel).
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Irable1 Dates,numberofcarpophorsofFiloむoLeiusma71ipularis

andtemperatureobservedinvariousplaces

1958,ll.16

1958.ll,28

1959,2.19

1959,4.20

1959,8,8

1959,10,1

1959,12,9

1960,1,25

1960,3,1

1960,3,17

1960,7,30

rrotal

Onna･dake

Culturebottleinallghtroom

Culturebottlelna一ightroom

Cultureboltleinalightroom

Onna-dake

Culturebottleinalightroom

Culturebottleinallghtroom

Culturebottleinadarkbox

Culturebottleinadarkbox

Ctllturebottleinadarkbox

Culturebottleinalightroom

3

0

0

5

0

0

6

2

3

1

8

8

2

2

1

2

1

2

4.発 光 の 観 察

発光の観察は恩納拓から採集した標品と,室内及び暗箱内で培養したものについて行った.

本革の発光する部位は菌糸及び子実体である.最も強 く光る部位は茎の部で,某は下部より

上部になる程光が弱い.傘は周辺及び下面はよく光るが取都は光が非常に弱く暗い感じがす

る.暗箱内培養標晶の内1個の子実体に於いて茎の下部に発光がなくてその上郡だけが強 く光

つで､､た.その原因は不明である.

胞子の発光の有無はこれを黒紙上にとって観察 したが発光はない.

苗光の肉眼的色調は網膜に於ける色の対比によっても異る.筆者は'iE鰐消･m後暗JH･{の中で観

察 したが光の色は青白く,冷 く光っていた.又JL印刷塙室内で3名の学生と共に標準巴と比較観

察したが黄青白色であることが一一一致した.

川 手目の発光の有無は棺室内で網膜の感光)-)の回復を待って之を観察したが発光を認めること

ができる.更に暗室で発光を認めてから培養器を暗室外に持出し,暫 くして内に入れた.その

時瞬間的に発光を認めた.このことから昼間も夜間同様発光することがわかる.

子実体の部を生育中の朽木から離 して発光の有無を検すると,同子実体の発光の状態は朽木

に萩生の時 と変らない.離 した子実体を傘 と茎 とに切離しても両部の発 光は変らない.離し

た基を半分に切断, 更に拙 く切って得た細 片も発 光する. 切断した片 々を写穴のフイルム

(Kodak,TRトⅩ,ASA200)の上に 6時間置いて,その発する光で感光させることができた

(Fig.4,A,B,C).その際小片々から出た液のため感光してない部分がある.従ってこのLll一

感光部の大きさは片々の大きさを示している.よく発光 している篭部を拝潰 したら発光は認め

られない.父その際得られた圧搾汁も光らない.

本朝-の発光は子実体の幼時から傘の開張後生活力Irl:.盛の問は一定の強さで光っている.老朽

又は腐敗すると光は次第に弱まり遂に発光が認められなくなる.発光の強弱は又千実体の個休

によってちがいがある.観察 した子実体 64個の うち45佃は発光したが,19桐は発光が認めら

れない.野外からの採集品は4個とも発光した.発光の強いのは約 10m 離れた所からその光

を認めることができる.発光の弱いものは培養器の梢-(を池してはその発光が認められないか
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梢~r外では認められるもの,更に弱いのは硝子外でも肉眼を茸に接する樫接近してはじめて発

光の認められるものがある.室内培養の際同時に出た子実体の うちに発光の強弱がある.而し

て発光の弱いものは薄暗い而に生じたものであった.次に前記培養器を暗箱内に置いて発光の

有無を検した.1959年 12月 10日から1960年 3月 17日までに子実体の発生が 3回 (5個は大

きく多数が 1cm以下成長した)ある.発光の有無は (Table2)に示 したとおりである.即ち

大きく収長した6個の子実体の うち5佃は発光し,1佃は発光が認められなかった.

Tnble2 NurnberofcarpophoresofFitoむ07eiusm anE'pulm'i･,Iinc一uding
lulmnOuSandnon-]uminouscarpophoresofI/tLobolchJISm(1711-
7)ul(Ln-･qObservedinvariousplaces.

1つnte

1958,ll,16

1959, 8, 8

1958,ll,28

1 958, 2,19

195 8, 4,20

1959,10, 1

1959,12, 9

1960, 7,30

1960, 1,25

1960, 3, 1

1960, 3,17

Tota l

()nna-d乙Ike

Onna-d訳ke

Cu一ture bottle in alightro【)m

Cu一ture bottle in alightl~00m

Culture bottle in a】ightroom

Cultul-e bottle in nlight room

Cu】tu一.e bott一e in allghtroom

Culture bottle in .1lightroom

Culture bottle in adark box

Cu一ture bottle in adark box

Culture bottlein adark box

No.ofcarpophores

0 】 1

5.1帝 型

葦にはよくいろいろのmtLJiliがみられる.今回の培養で得た鴫-):Fll.は茎が2本並んで癒弟してい

るのがわかる (Fig.3). この癒着した2本の茎は大きさがちが うものである (Table3).

'ral)】e3 Measurementsofpi】eusandstem ofabnorma一

7yli,I(Jbolefu･q177anLPulariscu]turedln乙Ibottle.

Stem Di;1meter/pi10efus ;/:sesflg:hgth Diameter
Largest Smal一est

en11 mm nlm 0.61
5.0 3.5

2.5 1.2

3 3,7 2.3 0.802.0 1.5

3 5.0 3.0 0.303.0 1.5

7354 4.0 2.5 0.370.400.45

1.5 1.5
3 .0 2.0

1.0 1.0
4.14 2.66

2.00 1.34
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Table4 Measurementsofpileusandstem ofnormalFllob()lct71･q

man7:pula7●i月culturedinallghtroom (i.m-ど(1rSPe(‥lm(､nS)

きいもの直径平均 1.42cm (Table4),両者を比較す ると前者が大 きい.これは丁')i休 2佃の

癒右によって大きくなったことが考えられ る.この型のものは本居真申ll実体 9回の発生の う

i;)室内培鉦 こ於て 1回 5佃が発生した.

6.繊 化

本 日▲の十美休に激化現象がみられ る.

冥陳 1.前記培養器を箱に入れた.紬 三光の別人を減ずる/i-=b7)室の奥にElllrr_か,iLた.'iT肋 の照

度は光電照度計では測定困難な程低い.そのため写真フイルム (Fllgi,ssヨ,ASA200)を 1O分

l制度光させてその照度をみ7こが仲か感光がみられ る程度である.細 注12.OoC～14.6√)C,その

時rg/i:_した丁美休は 4佃 (Flg.7),その うち 1佃 £大 きく伸長 したがその人き封 土Table5,

N0.3に′ll-したとお りである.残 り3佃は小さい.これ らは人きく成長せず して枯化した.大

きく成長した 1佃の lEJi体 と明るい所で培養したものの うちで最小のもの (''1､Elble6,No.5)

と裾 言にの大 きさを比較す るに前 和こ於いて傘の径が小 さく,峯か長く伸びていることかわかる.

'1､2tl)1p5 Mpnsurementsofpll(､usこIndstHll()II71'l()i),,[(伽･i

lILlLIlljJullLrはCultur(､dlnこIdこILrl(h()X.

SteTll

軸 豊 ､11iT)竺 l-

T)lnmし-1pr

Ⅰ,argLISt t Sm=Lll(､sl

74.A…O 】 Z:38
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T乙lble6 Measurementsofpileusandstem ofFlloboleiusmanipularis

culturedinallghtroom.(Smallerspecimens)
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実験2.繊化の回復があるかを調べるため二つの実験をした (実験2,3).混度 18oC r恒温

槽を使用,室根より1.5oC高くした),照度,はじめ実験 1と同程度,子実体が傘径0.15cm,

茎長 1cmに伸びた時照度を増 した.この時の照度の測定は実験 1と同じ法によったがフイル

ムの感光度が増している.発生した子実体4個, 2日後の大きさは Table5,No,1,2,4,5に

示したとお りである.

実験 3.渥度 28oC,照度はじめは実験 1と同程度,子実体の発生 12個,その うち2個の大

きさは傘径 0.16cm,茎長4cm,残 り10個は傘径 0.15cn,,茎長 1cm である. この時照度

5000Luxに増した. 2日後になって成長の有無を調べると前 2個は成長がなく,後者10個は

傘径 1-2cm,茎長 2-3cm に成長している.

7.屈 光 性

実験A.前記敵化現象,実験 1に於て子実体に属光性がみられた.暗箱に入射する光線は l

L)jから導入された.照度,鋸度は前記実験 1のとお りである.子実体 4個が発生した (Fig.7)

上部に生じた 1個は右下万に,下部の3個は右方に仲表した.而して4個の成長方向は光の射

人の方向に向っている.これらの子実体の成長方向に対 して明るい室内培養に於ては皆上向き

である (Fig.D.

実験B.実験Aの装置に多数の子実体が発生した. 約 0.5cm 伸長した時培養器を右方に約

60度 (子実体の生育した面が最小限度受光する角度)転換して,光線射入方向を左側に変更し

た.結果に於て丁実体は生長の方向を更えて,大多数が半円を画いて左方に撃曲し,小数がく

の字形をなして左方に屈曲した (Fig.8).即ち実験A,実験Bの結果は本草の子実体の屈光性

を示している.

8.考 察

IT.川 (t7巧 〃′lwl.<の発光は羽根田氏によって研究された.今回の観察に於て菌糸,塞,傘の部

に発光がみられ,特に茎の基部に於て発光が強いのがみられたが,これは羽根田氏の観察した

とおりである.

本革の光について羽根田氏は分析を行って,波長範囲449-658m/i,最強部 569m/用 l'近を

得ている.今回は光の分析は行っていない.肉眼的色調に於て羽根田氏は黄色を帯びた青白色
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であることを述べているが,今回の観察に於ても育白色に黄色が混 じた色調であった.

本草の発する光の強さについて羽根田氏は光度を測定 して4.02×10~SLuxの数値を得てい

るが,子実体の間に光の強弱のあることは述べていない.本草の発光は同一子実体に於ては生

活力盛んな時に強 く,老朽,腐敗によって減弱する.又子実体の間に於ても光の強弱のあるこ

とは前述のとお りである.この個体関の発光の敏弘は生郡約の原関によるか,父遺伝的素l;FIの

差異によるかは不明である.

羽根田氏は粁卵器内を暗黒の状態にして本草を培養 し,その光の色に変化がないことを述べ

ている.今回は薄暗い箱の中で培養 したものについて発光の有無を調べたが,発光の認められ

ないものが少数あった.多数は発光す る.発光の認められないものはRJjるい室内培養標 l榊こも

ある,従って上記発光の認められない程発光か弱い とい うことは薄暗い環境によるものでなく

他の原因によることが考えられ る.

発光茸の糾片が発光することは,川村氏が LJam),I/,3r'Jmy(I(3･7.7'(L2,()?Ltll"/,b.(K.)SING.ツキヨタ

ケに於て観察 した.本革の細片に於ても発光がみ られる.牡潰 し た 部 分と圧拝して得た液には

発光は認められない.このこともツキヨタケで観察されたとお りである.

琳規の繊化現象については Cn7n.L'm l･Yで研究されている.即ち傘が小さく_it;が長く伸びるこ

とが知られている.本茸に於ては羽根IH氏は暗,%状態で培基 して,茎だけが伸びることを糾祭

している.今回の実験 1に於て,僅かな光に当て 培ゝ養 した括米は,発fL:した丁実体 4州とも

C()J,･7･il'･u･iと同じ結果を得た.本井の子実体に舷化が起ることを確めることができた.'-失跡2に

於て発生 した子実体 4佃の うち 2個が傘にほとんど成長がなく,茎だけか伸びたのは,培養器

に射入す る光は増加 したが,生えた両は後側にな り,その面の照度は増 していないた¥)である.

残 E)2個の子実体は傘が殆んど普通の大きさにまで成長しているが,これは後で照度を増加し

た結果であって,赦化のLlr]]復がみられた.実験 3に於て発生 した~[実体 12佃,うち 10†州が普池

の大きさに成長したが,2個は開披化状態にl卜った.これは前IhlO佃は相生の増加の際人だ成

長途上にあるが,後者 2個は･一定の成長後"糾立の増加したことによるもので,即-S)?.VL度 28uC

に於て,照度 5000Luxに増加しても一定の成長後は線化のTfl]復が起らないことを;-ltしている.

菌類の屈光性については 1'/Iy(:(July(･rf.Yの胞了嚢柄で釧究されている.今回の実験Aに於て発

生 した丁実体の うち上部に/生えた 1個は右下方,下郡のもの 3個が右Jj向に伸長した.これら

の成長は光の入射方向に向っている.上部のものは大きさが大きいが右下 )Jに伸長したのは･･一

応 ETr_:力の影響が考えられた.実験Bに於て成長中の子実体に入射する光線の万両を変更した.

結果は子実体の成長のノ挿Jが新たな光線入射のjjrl･Jに向った.以_卜のことから本Illの~｣′突体に

屈光性があることがわかる.

羽限rH氏は 25oC以J･.の高 i.I..I.に於て本升を培養した.今阿195817･-･111J～1960咋 7nに宣rJl

で増養した.子実体の11:.育 したのは 13oC- 2SoCのt,'"LJ空の範囲であった. 1′-'j:休の発/卜を月

別にみると培養に於て,11月 (1958年),2,4,10.12月 (1959年),1,3,7)日 1960年)で

あ り野外に於て 11月 (1958年),8月 (1959il:-)である.本L榊 ま熱伴からi,PI.IL帯;･=分布 している

ことが知られているか,熱群の北ボルネオで 3月,i.LJL帯の日本 (F]I''･16, 8)j),(紀伊 8n)

に採集されている.

9.摘 要

筆者は 1954年 9月 21日沖縄島 (与那新岳503m)に於て発光甘 11'.mr川1.JJJ′l(Lr/'･Yを採 集し
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た.その時は発光を確ゼ)ることができなかった.其の後 1958年 11月同島 (恩納岳 375m)の

林rl'に本作を発見してこれを培養し,次の事項について観察した.

1. 本井の発光は菌糸,塞,傘の郡に認められる.胞子は発光しない.観察した子実体 64個

の内45偶力二発光し19個は発光が認められなかった.照度の低い市内で培養 したものも発光に

変 りはなかった.これから本葦の発光が日光の刺戟によらないことが伺われる.発光する部を

拙 く切断しても井の断片は発光する.之を圧潰すると発光が認められなくなる.その時得られ

る液も発光か認められない.

2. 今阿の培養に於て子実体の崎型が得られたが,それは 2佃が重複 して癒着したものであ

ると考えられる.

3. 照度の極めて低い符内で培養すると子実体に紘化が起る.傘が小さく茎が長く仲良し且

つ酎こ散布する拙毛が長く伸びる.温度 18oCで光を増す と傘が大きくなり繊化の回復がみら

れる.成長が進んだものは湿度 28oCで,照度 5000Luxに憎して も繊化の回復は起らない.

4. 鯖節に日光を1方向から入射 して培養すると-｢実体は日光の方向に伸長する.このよう

に屈光性を;111･したが大きく成長しないで枯死した.

5. 沖縄島に於て夏,秋の季節に山林内で採集したが,室内での経続培養に於ては春,夏,

秩,冬の季節,鋸度 13oC～28oC,に子実体が発4:.した.
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Resume

In September, 1954 the writer collected luminous larger fungi (F. manipula1'is) at

Yonaha-dake (503 m.) in the northern part of Okinawa Island. He could n'lt, however,
recognize the lumination of the fungi then. Subsequently, in November, 1958, the

writer found the same fungi on rotton wood of a latifoliate or broad-leaved tree in

the forest of Onna-dake (375 m.), which he cultivated. The cultivation experiments

enabled him to make the following observations:
1. The illumination of the fungus was recognized on the hypha, stipe, and pileus.

The spore, however, did not illuminate. Among sixty-four carpophores observed, the

fourty-five illuminated and the rest did not. Even those most illuminous tended to

lose the illumination gradually with the passage of time, and eventually lost it altogether.

The fungi cultivated in a darkened box with a dim light within illuminated just as

much as those cultivated ordinarily. This suggests that the illumination of the fungus

does not depend on the sun light.
The illuminous part, even when excised from the rest of the carpophore, kept

illuminating. When it was crushed with a pressure, the illumination disappeared. The
liquid obtained by crushing it did not illuminate either.

2. In the present cultivation experiments, a type of abnormality was observed,

which appeared that two carpophores overlapped on one another.
3. When cultivated in a darkened box with a dim light within, etiolation occured,

the pileus becoming smaller, the stipe becoming longer, and the fine sillky white hair

scattered on the stipe being elongated. When the illumination in the box was increased,

the pileus became larger and a recovery of etiolation was observed.
4. When a small hole was made on one side of the box to allow a soft light in,

phototropism of the carpophore was observed, but the carpophore died without developing

to be large.

5. During the cultivation experiments of carpophores between November, 1958 and
July 1960, the temperature at the of generation ranged between 13' C and 28' C. Gene

ration of carpophores was observed though experimental cultivation during the following

four seasons: spring, summer, autumn, and winter. In the out-door carpophores were

collected during the following two seasons: summer and autumn.
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Fig.1 Ft'loboletuslnarlipula1'is

cultLIredinabott一e.
Fig.2 SDOre-printof

FiloboletusmmHPtLlaris.

Fig.3 AbnormalFlloboletus
lna711Pula7'iscalfuJ●ed.
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Fig.4,A

Fig.4,B

Fig.4 Showingluminationofthestem ofFilobolefusmanipularl･qtakenbythe
ownradiationofastem excised from arotten woodafter6-houres

exposure,onafilm,Kodak,TRI-X,ASA 200.

Fig.4,C

A:Wholestem.

B･.Halfpartsofstem.

C:Smallpartsofstem.
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Fig.5 Filobofeiusma7再pula7･is
culturedinalightroom.
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Fig.7 Etiolationof
FLlobolefusma7i･lPularis.
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Fig.6 FLloboletusmanip7/laris
cu圧uredinadalkrcom.

Fig.8 Phototropism of
Filoboletusm(LntPulari･q.
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